
■当資料は、日興アセットマネジメントが市況等についてお伝えすることを目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘
資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。なお、掲載されている見解は当資料
作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。■投資信託は、値動きのある資産（外貨建
資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことが
あります。投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付
目論見書）をご覧ください。

0

1,500

3,000

4,500

6,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2006年12月 2008年12月 2010年12月 2012年12月 2014年12月 2016年12月 2018年12月

米ドル建て価格（左軸）

円建て価格（右軸）

（米ドル/1トロイオンス） （円/1グラム）

参考：為替レート（米ドル/円：右軸の【 】）

※円建て価格は米ドル建て価格をもとに

日興アセットマネジメントが円換算。

【125円】

【100円】

【75円】

金（地金）の価格は、国際的指標である、ロンドンで一日に2回決定される取引業者間の「ロンドンでの現物受

渡取引（ロコ・ロンドン）」の価格をもとに決定されることが一般的です。金などの貴金属は、古くから欧州で盛ん

に取引されてきたこともあり、現在でも主にロンドンが中心市場で、取引単位も中世のフランスの都市であるト

ロワに由来する「トロイオンス＝31.1035g」が用いられています。ただし、第2次世界大戦の前後から世界経済

の主役を務める米国の影響を受け、ロコ・ロンドンは米ドル建てで取引されています。また、日本国内で金地金

を購入する場合には、一般的に、ロコ・ロンドンの価格（米ドル建て）を円換算して算出された円ベースの金価

格が使われますので、日々の価格は為替相場の影響を受け、金価格が変わらなくても、円安（米ドル高）とな

れば上昇し、円高（米ドル安）となれば下落します。

一方、米ドルベースの金価格にも為替の影響があります。1971年8月まで、金価格は米ドルとの固定相場（1ト

ロイオンス＝35米ドル）でしたが、金と米ドルの交換停止（ニクソン・ショック）を受けて変動相場に移行しました。

その後、有事の際などに米ドルへの信認が低下すれば、市場資金は、世界的に共通の価値を持つ「無国籍通

貨」である金に流れ、逆に平時には、金が売られ米ドルが買われる傾向が見られます。このように米ドルベー

スの金価格は米ドルと逆の動きをする傾向があると考えられます。

金投資では、金地金や宝飾品といった現物投資に加えて投資信託などを通じた投資も可能です。投資信託

を通じて金に投資する場合、為替ヘッジを行なうファンドであれば、為替変動リスクを抑制することが期待でき

ます。外貨建て資産を多く保有する投資家にとって、米ドルと逆相関の傾向がある金への投資を為替ヘッジす

ることにより、金価格の特性を活かした分散投資がより有効になると期待されます。このように、金への投資に

あたっては、金の価格特性を理解した上で、為替ヘッジを含め、投資目的に合った方法を選ぶことが大切と言

えるでしょう。

金価格の推移（米ドル建て/円建て）
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2017年9月22日
楽読

（ラクヨミ）

歴史的経緯から米ドル建てで取引される金
～為替相場の影響を受ける国内価格～
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※上記は過去のものであり、将来を約束するものではありません。

（2006年12月末～2017年8月末）

※信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

↑円安（米ドル高）

↓円高（米ドル安）
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